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背 景



本院の透析装置

多人数用透析装置 14台
(NCV-3 1台、GC-110N 8台、DCS-200Sｉ 5台）
個人用透析装置 14台

(DBB-200Si 13台、DBB-100NX 1台)

第一透析室

第二透析室 多人数用透析装置 14台
(GC-110N 14台）
個人用透析装置 14台

(DBB-100NX 13台、DBB-200Si 1台)

多人数用透析装置 28台 (中央供給装置二系統）
個人用透析装置28台 (原液集中配管を採用）



洗浄スケジュール

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

第一透析室 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄

第二透析室 次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

1.多人数用透析装置

2.個人用透析装置

準夜帯の透析終了時間を考慮してスケジュール

その日の使用予定が終わり次第、各台洗浄工程へ
金曜日はオーバーナイト透析がある為、日中に洗浄

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

個人用
透析装置

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄

次亜洗浄 酸洗浄＋
次亜洗浄



本院の透析排水配管

公共升
私升

pH持続測定

第一棟 2階建 第二棟 3階建

下水道局の調査時(2022年8月)
対応後のpH 6.1 ～ 8.2

下水道局の調査時（2019年9月)
対応前のpH 3.7 ～ 8.9

第一棟・第二棟
共に2階に透析室

機械室

透析室 透析室

pH調整装置
→未稼働

サスティーナMK採用前
pH 5.68～8.93

サスティーナMK採用後
pH 5.68～8.77

※他の汚水と混合



透析排水ｐH処理装置
A社製(2008年に搬入済）

当時のスタッフ・担当不在

稼働実績なし
→ランニングコストが高く
稼働させていない？

装置は故障中

撤去するにも公園が隣接
→重機の使用が困難

２Fに
透析室



次亜系：次亜塩素酸Na ６％（B社）

酸系：酸性のスケール除去剤（C社） →適合外

→次亜塩素酸Na ６％（B社）
＋サスティ－ナＭＫ（フェニックス社）

→キレイたーＣｏｎｃ（フェニックス社）
（pH中性域の洗浄剤）

本院で使用している洗浄剤

下水道局の調査により排水の「pH3.7」

70倍希釈で使用

500ppmに希釈
(低濃度貯留50ppm)

洗浄薬剤の変更によって排水基準に適合

100倍希釈で使用

500ppmに希釈(低濃度貯留50ppm)



サスティーナMKの基礎

OCl-HOClCl2

pH
サスティーナＭＫは、品名通りに「持続可能」をテーマとしており、 pHと塩素濃度を
可能な限り維持させる(3日程度) 事が可能。
組成成分内に次亜塩素酸Naの金属腐食を抑制する効果を有する。

※品名由来：Sustain 持続する（保持する） 成分：ph調整剤・塩素保持剤



除外施設設置・変更の流れ
下水排除基準を満たす為の中和装置も含む

排水基準を超過していた場合、行政指導の対象

除外施設の
設置・変更検討

適切な排水管理を継続

下水道局へ
届け出・審査

除外施設の
設置・変更着工

下水道局へ「工事等
完了届出書」

下水道局による
完了調査
水質測定

下水道局より
「排水の水質調
査結果通知」

基準を
満たさない

基準を
満たす

着手６０日前

完了後５日以内原因の調査・改善が必要

審査完了

自主分析結果が必要

下水道局による排水管理
状況調査、水質測定



洗浄剤変更の流れ
2019年9月

2020年1月
11月

2022年5月
6月
7月
8月
9月

東京都下水道局が訪問(pH計測)
→中和装置の検討を開始
東京都技士会排水関連ｾﾐﾅｰ
キレイたーへ切替
担当下水道局にも連絡

キレイたーConcへ変更
サスティーナMK使用開始
水質改善報告書提出
下水道局のpH調査
「排水の水質結果」通知書

生活排水のみ 透析排水込



次亜系洗浄剤補充方法

Ro水 8L

ｻｽﾃｲｰﾅ
MK 1.0L

前々日の残液 2～3L

前日の残液

RO ８L

ｻｽﾃｲｰﾅMK 1.0L

20L目盛

①Ro水＋ｻｽﾃｨｰﾅMK希釈液を
補充する（9L)

②20Lの目盛ラインまで
次亜塩素酸Naを補充する

次亜塩素酸Na

8～9L

前日の残液
10～11L

※火曜・木曜・土曜
補充なし

※月曜・水曜・金曜



月・水・金

前々日の残液 2~3L

前日の残液
10～11L

前日の残液

RO

ｻｽﾃｲｰﾅMK

次亜塩素酸Na

火・木・土

洗浄後

洗浄後

20L

※月・水・金に
薬液補充

次亜系洗浄剤補充方法
次亜塩素酸Na

RO水
ｻｽﾃｨｰﾅMK

８L

８L

１L

約2.1倍希釈



ｻｽﾃｨｰﾅMK使用前のpH推移

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 月曜
pH8.93

オーバーナイト透析



オーバーナイト透析

ｻｽﾃｨｰﾅMK使用後のpH推移
最大pH8.8未満

ROの
熱水消毒



水質改善報告書



水質改善報告書



在宅血液透析の排水
念のため、担当者に確認した所
「特に排水基準はない」との回答を得た。

「ご自宅の配管等にも影響の少ない薬剤を
使われるのが良いかと思います」、との事。

HHDも基本的にキレイたーConcへ切替。

→施設透析に比べて排水量が少ない



まとめ

排水のｐHによってサスティーナMKの添加量
を適宜検討する必要がある。
施設によって混合割合が異なると思われ、
排水のpHを実際に測定して混合比率を調整
する必要性がある。

次亜洗浄剤を切り替えたり、中和装置を設
置するよりはコストを抑えられる可能性がある。



結 言

サスティーナMKの添加により排水基準を
満たす事ができ、ランニングコストの増加も抑
える事ができた。


